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横浜労災病院のご紹介

所在地：神奈川県横浜市港北区小机町3211
開院日：平成3年6月
病床数：650床
医師数：約260名 (初期研修医：約40名)

臨床研修指定病院
日本内科学会認定教育病院
初期臨床研修ランキング：全国18位(2018年)

1日平均患者数(病院全体、2018年)
外来1848名、入院527名
救急車搬送患者18名、救急外来患者66名

Ø 初期臨床研修の人気が高く、全国から研修医の応募があります。
Ø ほぼ全ての診療科が揃っており、夜間救急は救急科の医師が対応、重症例は集中治療科
の医師が全身管理を行ってくれます。

病院概要
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横浜労災病院内分泌・糖尿病センター概要

日本糖尿病学会認定教育施設
日本内分泌学会認定教育施設
1日平均患者数：外来138名、入院14.1名

診療体制 (2020年2月時点)

Ø 齋藤淳(内分泌・糖尿病センター長、日本内分泌学会指導医、日本内科学会専門医)
Ø 鶴谷悠也(糖尿病内科部長、日本糖尿病学会指導医、日本内科学会専門医)
Ø 滝口朋子(日本内分泌学会専門医、日本糖尿病学会専門医)
が指導医です。糖尿病学会専門医、内分泌学会専門医を取得するための症例は、問題なく
経験することが可能です。

また、西川哲男先生(名誉院長、第二内科同門会会長)が病院のすぐ前で開業、非常勤で
当院にも勤務されており、診療、学術活動に関して有難いアドバイスを与えて下さります。

横浜市大、東大からの派遣、病院採用のシニアレジデントが複数人在籍し、屋根瓦式の教
育が自然と形成されています。和気あいあいとした雰囲気が魅力です。
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横浜労災病院と言えば…
原発性アルドステロン症！

Ø Googleで「原発性アルドステロン症 名医」と検索すると上位に
当院がヒットします！

Ø 熟練した放射線科医により、「超選択的副腎静脈サンプリング」
が実施できる、世界中でも限られた施設です。また、泌尿器科で
は副腎部分切除術が行えます。

Ø 副腎静脈サンプリングは週3回実施し、過去の症例数は1000件
を超えます。

Ø 全国中から、時には海外から患者さんが受診し、サンプリングに
は約3ヶ月先まで予約が入っています。
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あらゆる代謝・内分泌疾患に関して
豊富な臨床経験を積める！！

Ø 2型糖尿病を始め、多数の糖尿病患者さんが通院しています。
Ø 1型糖尿病患者さんも多く、SAP、CSII、FGMの導入も積極的に
行っています。

Ø 妊娠糖尿病、膵性糖尿病、ステロイド糖尿病等も診療し、様々
なタイプの糖尿病を診療することが可能です。

Ø チーム医療により、フットケア外来、透析予防指導、糖尿病教室、
患者会、糖尿病デーのイベントなども行っています。

Ø 甲状腺疾患、下垂体疾患、電解質異常の症例数も豊富です。

Ø 希少疾患を診療することも少なくありません。

Ø 他科コンサルトも多く、様々な併存疾患を合併した症例を経験
することが可能です。

Ø 治験や臨床研究も、積極的に参加・実施しています。

糖尿病デーでの集合写真

糖尿病デーで変装した齋藤先生
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盛んな学術活動
Ø 歴史的に学術活動が盛んに行われており、診療のみならず、
学会発表、統計解析、論文執筆に関する指導体制も十分で
あると自負しています。

Ø 糖尿病学会、内分泌学会、肥満学会には複数人で参加・発
表し、最新の知見を得ると共に、地域の名産物を楽しみます。

Ø 2019年の内分泌学会のクイズ大会は、当科のシニアレジデ
ント達が優勝を勝ち取りました!!

Ø ENDO(米国内分泌学会)、ADA(米国糖尿病学会)といった
有名な国際学会での発表も定期的に行っています。

Ø 英語論文も多数報告しています(2017年11報、2018年10報)。
Ø Journal of Clinical Endocrinology and Metabolism(IF=5.06), 

Diabetes, Obesity and Metabolism (IF=6.13)といった有名誌
にも採択されています。

Ø 当科をローテーションした初期研修医も、Internal Medicine, 
BMJ case reportといった英文誌に症例報告をしています。

クイズ大会、優勝！！

2019年のENDOには5人参加！
まさに、大人の修学旅行…
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充実した私生活!!
Ø 病院の医師数が多く、同世代の先生方との交
流も多いと思います。

Ø 千葉大のみならず、東大、慶應、横市など
色々な大学から派遣されている先生方と交流
ができます。

Ø 職員用宿舎があり、家賃負担が少ないです。

Ø 新幹線停車駅である“新横浜駅”から徒歩10分であり、都内へ行くにも、関西方面へいくにも
アクセスが良いです。羽田空港へも、バスで30分程度で到着します。

Ø ラーメン博物館、横浜中華街だけでなく、丸の内や静岡方面にも、勤務終了後に食事に行く
ことが可能です。

Ø 働き方改革にも着手し、土日は当番制の導入、冬休みも取得するようになり、ON-OFFにメリ
ハリをつけるようにしています。

とにかく“元気な方”をお待ちしております!!


